
 

 

 

 

 

 

町内４校の学校運営協議会委員等 28

名が参加し、第２回合同ＣＳが開催さ

れました。  

 はじめに、小中一貫教育の取組状況

や今後の推進予定が説明されました。

特に反響があり、積極的な (※ 1)意見を

いただいたのが、 2022 年以降の支援を

必要とする児童生徒の急増 (※ 2)に伴う

避けられない必要教室の不足と求

められる教室の緊急整備をはじめ

とする教育環境の改善です。  

 そのため、裏面にもあるとおり

着実に小中一貫教育体制の確立に

向け、小中一貫教育推進ユニット

及び同プロジェクトを中心に、総

合的見地から、より一層のスピー

ドで取り組むことが

求められます。  

 また、最近クロー

ズアップされている

「ヤングケアラー」

について、未然防止

対策・発生時の対応

策を視点にグループ

協議を行いました。  

 各グループ協議後の全体交流では、「子供たちの体調変化や学力低下へ

の気づき」「ヤングケアラーの周知と気づき」「教育相談の充実」と「地域  
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教育環境に関わるご意見   <※１ > 

〇説明を聞いて驚いた。中学校の教室確保

は急いで対応してほしい。  

〇教室確保は緊急性の高い問題。増改築は

早急に検討し対応しなければならない。  

〇ちょっとの手直しや補修では間に合わな

いほど老朽化が進んでいる。  

特別支援学級（生徒）の増加     <※２ > 
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